
「 3.11を学びに変える 」

９月２日

９月２日（水）13：30～15：10

勝浦市立勝浦中学校 体育館

会場

対象

講師

佐 藤 敏 郎 氏

特別講師

開催日等

石巻市立大川小学校

防災は 今日も元気な〝 ただいま 〟

講 師

講 師 紹 介

１９６３年、宮城県石巻市生まれ。宮城教育大学卒業後、中学校の国語科教諭として宮城県内
 の中学校に勤務。２０１５年３月退職。
東日本大震災当時は、宮城県女川第一中学校（現在の女川中学校）に勤務。
震災後の２０１１年５月、生徒たちの想いを五七五に込める俳句づくりの授業を行い、テレビ、

 新聞、書籍等で紹介される。
２０１６年度の中学校１年生の教科書にも掲載されることになった。
震災後は女川中学校、矢本第二中学校で防災担当主幹教諭、宮城県の防災教育副読本の編集

 委員も歴任。
震災で当時大川小学校６年（当時１２歳）の次女・みずほさんを亡くす。
現在は、全国の学校、地方自治体、企業、団体等で講演活動を行う。
２０１５年からは、震災当時子どもだった若者がディスカッションを行う企画「あの日を語ろう、

 未来を語ろう」を各地で展開。
２０１６年「１６歳の語り部」（ポプラ社）を刊行、「平成２９年度 児童福祉文化賞推薦作品」を受賞。
大川伝承の会 共同代表、NPOカタリバアドバイザーの他、ラジオのパーソナリティーとしても

 活動。 （Smart Supply Vision ホームページに一部加筆）

主催：勝浦市青少年相談員連絡協議会
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